






































ソフトは，パソコン上で作動する．パソコン画面上に PDA の形状が表示され，PDA 上部
に４分割された「食べ物」「飲み物」「乗り物」「場所」「余暇」の名詞シンボル 10 パターン









































































本研究は科研費 19700442 の助成を受けたものである． 
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